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次
の
ペ
ー
ジ

一
般
質
問
と
答
弁

議案審議

３月定例会　提出された36議案を可決

令和６年度一般会計補正予算（第14号）

○質問･･･グラウンドや体育館、プールなど各施設を低学年と高学年でどのように使い分けるのか、授業

の仕方について伺う。

答弁･･･ 各施設については必要な改修等を行い、義務教育学校９学年一緒の時間割の中で使い分けてい

く。矢沢地区の義務教育学校の校舎については基本設計の段階であり、確定ではないが現在の

中学校校舎を長寿命化し、新しい校舎を増築する方向で検討している。

質　疑

７億 9,559 万円を減額し、予算の総額を歳入歳出それぞれを 635 億 5,075 万４千円とするものです。

※市議会が注目した主な補正予算は次のとおりです。

可決
審議の様子は

こちら

花巻南IC

花巻PAスマートIC

都市計画道路 市道山の神諏訪線

富士大学

花南産業団地

国道４号

←至北上

↑至盛岡

↓至北上

至盛岡→

Ａ工区

Ｂ工区（分譲中）

Ｃ工区

花巻駅

花南産業団地位置図

花巻市手数料条例の一部を改正する条例

○質問･･･令和７年４月から行われる建築基本法の改正と建築物のエネルギー消費性能の向上に関す

る法律が完全施行されることに伴う手数料の変更か。また、大きな変更となるが周知はどう

考えているか。

答弁･･･ 建築物のエネルギー消費性能の向上について、建築物に関する審査事務が新たに追加され建

物の広さに応じて県や市で分割されている部分が見直された。それに伴い手数料が新たに設

定された。周知については、令和４年６月に公布されてから、国で資料配布、解説動画の配信、

講習会の実施が行われている。

質　疑

　 建築基準法及び建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律並びに岩手県手数料条例及び

建築基準法施行条例の一部改正に伴い、手数料について所要の改正をしようとするもの。

可決

財産（土地）の処分について

花南産業団地Ｂ工区の２区画 32,371.11㎡を事業用地として 4 億 463 万 8,875 円で岩手雪運株式会

社に売却するもの。

可決

質　疑

【表紙写真について】

　タ イ ト ル 　 　「Let It Be」

　メッセージ　 　 "There will be an answer, let it be."

　　　　　　　　答えは、風と光と春の中にある。いまは、ただ歩いてゆこう。

○質問･･･田瀬湖オートキャンプ場および釣り公園の指定管理者が変更となるが、指定管理料は変更前と

比べてどの程度増額になるのか。

答弁･･･ 釣り公園の指定管理料は年間317万２千円から年間908万円となり590万８千円の増額。オート

キャンプ場の指定管理料は年間140万１千円から年間603万円となり462万９千円の増額とな

る。これまで草刈り等地域住民の方々にご協力いただいていたが、今回の変更に伴い、地域外の

事業者による管理となるため、必要な経費を適切に積算した結果である。

質　疑

・・・ 施設の指定管理業務について、期間を令和６年度から令和 11 年度までとし、管理運

営業務委託料の限度額を設定するもの

◆指定管理者による田瀬湖オートキャンプ場及び花巻市釣り公園管理
　　休憩施設の管理運営業務（令和６年度）　7,253 万 7 千円（債務負担行為額）

・・・ 矢沢地区義務教育学校を整備するための学校用地が不足することから、用地取得費を

計上するもの

◆義務教育学校建設費　１億 1,561 万３千円

令
和
７
年
第
１
回
花
巻
市
議
会
定
例
会
は

２
月
26

日
開
会
、
３
月
19

日
ま
で
の
22

日
間

の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

初
日
の
本
会
議
で
は
、
市
長
施
政
方
針
お

よ
び
教
育
長
演
述
が
行
わ
れ
、
提
出
議
案
の

説
明
が
な
さ
れ
た
ほ
か
、
令
和
７
年
度
花
巻

市
予
算
は
、
議
長
を
除
く
全
議
員
で
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
審
査
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。３

月
３
日
か
ら
３
月
６
日
ま
で
は
一
般
質
問

に
16

人
が
登
壇
し
、
市
政
課
題
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

３
月
７
日
に
は
議
案
審
議
を
行
い
、
花
巻
市

副
市
長
に
八
重
樫
和
彦
氏
、
花
巻
市
教
育
委

員
会
委
員
に
中
村
弘
樹
氏
と
す
る
議
案
を

含
む
全
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。
ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
よ
り

花
巻
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
な
ど
３
議
案
が
発
議
さ
れ
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

３
月
12

日
か
ら
14

日
ま
で
は
予
算
特
別
委

員
会
が
開
か
れ
、
令
和
７
年
度
花
巻
市
一
般

会
計
予
算
お
よ
び
各
特
別
会
計
予
算
等
に
つ

い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、

最
終
日
に
は
、
令
和
６
年
度
花
巻
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
15

号
）
に
つ
い
て
な
ど
２
議

案
が
追
加
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

主
な
可
決
議
案
や
質
疑
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

●質問･･･ 現在の岩手雪運の事業所は土地を借り

て整備したものだが継続使用するので

はなく完全移転ということか。

答弁･･･ 現在の土地は借地であり、自社保有地の

確保と事業拡大のために用地を取得す

るもの。なお、現在の施設については、有

効活用可能な事業所への賃貸を検討し

ていると聞いている。

賛否が分かれた議案等の審議結果

陳情１ 新花巻図書館整備特別委員会等の設置を求めることについて

会派名 明和会
はなまき

市民クラブ
緑の風 社民クラブ

日本共産党花巻

市議会議員団

会派に

所属しない
審
議
結
果議員名

及
川
恒
雄

伊
藤
忠
宏

藤
根　　

清

小
原
保
信

横
田

忍

盛
岡
耕
市

佐
藤
峰
樹

高
橋

修

羽
山
る
み
子

佐
藤

現

内
舘

桂

本
舘
憲
一

小
森
田
郁
也

鹿
討
康
弘

似
内
一
弘

伊
藤
盛
幸

照
井
省
三

若
柳
良
明

阿
部
一
男

久
保
田
彰
孝

照
井
明
子

櫻
井　

肇

佐
々
木 
精
市

菅
原
ゆ
か
り

陳情１ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ● ● 不採択

〇は賛成、●は反対。議長は表決に加わりません。
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次
の
ペ
ー
ジ

一
般
質
問
と
答
弁

３月定例会では、 16 人の議員が登壇し、 市政全般について質問を

行いました。

令和７年第１回花巻市議会定例会　一般質問一覧（登壇順）
本舘　憲一　議員

（はなまき市民クラブ）
　①新花巻図書館整備について

伊藤　盛幸　議員

（緑　の　風）

　①選挙公約について　

　②新花巻図書館の整備について

若柳　良明　議員

（社民クラブ）

　①地域おこし協力隊について　②コミュニティ会議について

　③職員数の実態について

久保田彰孝　議員

（日本共産党花巻市議会議員団）

　①税金の滞納について

　②中小企業支援について

及川　恒雄　議員

（明　和　会）

　①中山間地域等直接支払制度について　②道路整備について

　③障がい者就労支援について

佐藤　　現　議員

（はなまき市民クラブ）

　① 障がいのある人もない人も共に学び共に生きる花巻市まちづくり条例の制定について　

　②５歳児健康診査について

鹿討　康弘　議員

（緑　の　風）

　① 「野球タウン （※Ｐ６参照）」 聖地巡礼と観光振興について

　②総合花巻病院について

阿部　一男　議員

（社民クラブ）

　①市長施政方針について　②農業問題について

　③総合花巻病院について

照井　明子　議員

（日本共産党花巻市議会議員団）
　①子ども ・ 子育て支援について

藤根　　清　議員

（明　和　会）
　①スポーツ振興について

羽山るみ子　議員

（はなまき市民クラブ）

　①旧総合花巻病院跡地について　②新花巻図書館について　

　③総合花巻病院について

小森田郁也　議員

（緑　の　風）

　①就農者の確保について　②ふるさと納税の使途の見える化について

　③介護人材の確保と定着について

櫻井　　肇　議員

（日本共産党花巻市議会議員団）

　①高額療養費の上限額引上げについて　②水田活用の直接支払交付金について　

　③高齢者世帯等除雪支援事業について

似内　一弘　議員

（緑　の　風）

　①移住定住の推進について　②インバウンドの推進について　

　③健康寿命延伸の取組について

佐々木精市　議員

（会派に所属しない）

　①窓口業務について　②地球温暖化対策について

　③核兵器廃絶に向けた取組について

菅原ゆかり　議員

（会派に所属しない）

　①子育て支援について　②オストメイト （※Ｐ９参照） に対する理解の促進について

　③小中学校体育館について

本
もとだて

舘 憲
けんいち

一 議員

新
図
書
館
が
橋
上
駅
と

通
路
で
繋
が
っ
て
い
る
イ

メ
ー
ジ
図
の
存
在
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
花
巻

駅
橋
上
化
整
備
と
新
図
書

館
は
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
は
な

い
の
か
。
見
解
を
伺
う
。

新
図
書
館
と
駅
橋
上
化

整
備
は
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
は

な
い
。
新
た
に
創
設
さ
れ

た
国
の
都
市
構
造
再
編
集

中
支
援
事
業
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
単
独
整
備
し
た
場
合

で
あ
っ
て
も
補
助
対
象
と

な
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
。
駅
近
く
の
Ｊ
Ｒ
所
有

地
に
図
書
館
を
建
設
す
る

と
い
う
こ
と
が
決
ま
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ

の
こ
と
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は

よ
く
理
解
し
て
い
る
。

花
巻
駅
前
商
店
街
の

方
々
は
、
駅
橋
上
化
に
関

し
て
は
早
期
実
現
を
働

き
か
け
た
。
し
か
し
図
書

館
の
駅
前
立
地
に
関
し
て

は
、
そ
う
し
た
働
き
は
伝

わ
っ
て
こ
な
い
。

駅
前
立
地
に
関
し
て
、

地
元
の
住
民
に
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
説
明
を
し
て

き
た
の
か
伺
う
。

具
体
的
に
全
部
を
掴
ん

で
は
い
な
い
が
、
市
民
説

明
会
は
駅
前
の
住
民
も
含

め
て
対
象
に
し
て
い
る
。

市
民
説
明
会
で
そ
の
部

分
に
つ
い
て
発
言
し
た
い

と
い
う
方
が
い
た
場
合
に

は
、
出
て
き
た
可
能
性
は

あ
る
だ
ろ
う
と
し
か
申
し

上
げ
ら
れ
な
い
。

ＱＡ

ＱＡ

■
新
花
巻
図
書
館
整
備
・
駅
橋
上

化
と
ワ
ン
セ
ッ
ト
に
つ
い
て

■
新
花
巻
図
書
館
整
備

駅
前
住
民
へ
の
説
明
に
つ
い
て

久
く ぼ た

保田彰
しょうこう

孝 議員

岩
手
県
地
方
税
特
別
滞

納
整
理
機
構
に
よ
る
捜
索

の
際
、
警
察
官
が
同
行
し

た
法
的
根
拠
を
伺
う
。

同
機
構
は
平
成
19

年
度

の
税
源
移
譲
に
よ
り
市
町

村
が
徴
収
す
る
税
金
が
増

額
さ
れ
る
こ
と
を
契
機

に
、
平
成
18

年
10

月
に
県

庁
総
務
部
税
務
課
内
に
設

置
さ
れ
た
。
差
し
押
さ
え

の
際
、
国
税
徴
収
法
に
よ

る
強
制
調
査
が
認
め
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
適
正
な
執

行
の
た
め
本
人
等
の
立
会

人
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。
拒
否
等
の
際
、
警
察
官

な
ど
の
立
ち
合
い
が
必
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
必
要

と
判
断
し
た
際
に
依
頼
し

て
い
る
。

物
価
高
騰
に
賃
上
げ
が

追
い
つ
か
な
い
現
状
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の

か
伺
う
。

市
等
で
実
施
し
た
調
査

か
ら
、
大
規
模
な
事
業
所

で
は
、
物
価
上
昇
を
上
回

る
賃
上
げ
と
な
っ
て
い
る

も
の
の
、
中
小
企
業
は
、
価

格
高
騰
に
よ
る
経
営
へ
の

影
響
を
受
け
や
す
い
こ

と
、
価
格
転
嫁
に
よ
る
取

引
適
正
化
が
難
し
い
こ
と

な
ど
か
ら
、
賃
上
げ
を
実

施
し
て
は
い
る
も
の
の
物

価
上
昇
を
上
回
る
ま
で
に

至
っ
て
い
な
い
と
推
測
し

て
い
る
。
「
賃
金
と
物
価

の
好
循
環
」
と
な
り
、
経
済

全
体
が
成
長
す
る
サ
イ
ク

ル
を
期
待
す
る
。

若
わかやなぎ

柳 良
よしあき

明 議員

「
大
迫
で
ぶ
ど
う
栽
培

技

術

を

磨

い

て
、
ぶ

ど

う
農
家
と
し
て
就
農
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
５
名
が
活

動
す
る
な
ど
様
々
取
り
組

ん
で
い
る
。
令
和
７
年
２

月
ま
で
に
退
任
し
た
21

名

の
内
、
定
住
し
た
方
は
14

名
、
県
外
へ
の
移
住
が
７

名
と
な
っ
て
い
る
。
退
任

後
は
、
一
棟
貸
の
宿
の
開

設
に
向
け
た
取
り
組
み
な

ど
、
培
っ
た
知
識
と
経
験

を
活
か
し
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
活
躍
し
て
い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

特
徴
的
な
活
動
お
よ
び
退

任
後
定
住
に
結
び
つ
い
た

人
数
、
ど
ん
な
分
野
で
活

躍
し
て
い
る
か
伺
う
。

令
和
６
年
度
の
職
員
数

お
よ
び
会
計
年
度
任
用
職

員
の
職
種
毎
、
勤
務
実
態

毎
の
人
数
を
伺
う
。

正
職
員
数
は
再
任
用
職

員
を
含
め
９
１
１
名
、
内

訳
は
行
政
職
６
８
８
名
、

消
防
職
１
４
５
名
、
労
務

職
78

名
で
あ
り
、
正
職
員

数
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ

る
。
ま
た
、
会
計
年
度
任
用

職
員
数
は
、
５
１
０
名
で
、

内
訳
は
行
政
職
が
４
５
０

名
、
そ
れ
以
外
の
う
ち
フ

ル
タ
イ
ム
が
１
１
６
名
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
が
２
８
６

名
、
そ
れ
以
外
の
勤
務
形

態
が
48

名
、
労
務
職
が
60

名
、
う
ち
フ
ル
タ
イ
ム
が

24

名
、
週
30

時
間
の
パ
ー

ト
タ
イ
ム
が
28

名
、
そ
れ

以
外
の
勤
務
形
態
の
職
員

が
８
名
で
あ
る
。

公
約
に
掲
げ
た
５
つ
の

柱
、
そ
の
施
策
事
業
に
未

着
手
や
達
成
が
不
可
能
な

事
業
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。
今
後
も
各
事
業
を
推

進
し
、
期
待
さ
れ
る
成
果

を
生
み
出
す
よ
う
着
実
に

進
め
た
い
。

市
民
参
画
に
つ
い
て
、

前
の
段
階
で
は
マ
ニ
ュ
ア

ル
上
は
ま
だ
市
民
参
画
手

続
き
に
あ
る
段
階
で
は

な
か
っ
た
。
良
く
な
い
と

い
う
反
省
は
あ
る
。
し
た

上
田
市
長
の
３
期
目
の

任
期
も
１
年
を
残
す
と
こ

ろ
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で

の
評
価
を
伺
う
。
ま
た
地

方
自
治
の
本
旨
、
特
に
住

民
自
治
、
市
民
参
画
に
つ

い
て
所
感
を
伺
う
。

市
民
会
議
の
成
果
を
伺

う
。市

民
会
議
へ
の
応
募
者

75

人
中
、
２
回
以
上
参
加

が
67

人
、
一
度
も
参
加
で

き
な
か
っ
た
は
６
人
。
参

加
者
の
感
想
に
「
多
く
の

市
民
が
お
互
い
の
意
見
に

耳
を
傾
け
、
納
得
す
る
形

で
対
話
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
あ
り
、
市
で
は

参
加
者
の
意
見
を
重
く
受

け
止
め
、
判
断
材
料
と
し

て
尊
重
し
た
い
。

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

■
選
挙
公
約
に
つ
い
て

■
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
つ
い
て

■
職
員
数
の
実
態
に
つ

い
て

■
税
金
の
滞
納
と
差
し

押
さ
え
に
つ
い
て

■
中
小
企
業
を
め
ぐ
る

経
済
動
向
に
つ
い
て

伊
い と う

藤 盛
せいこう

幸 議員

■
新
花
巻
図
書
館
に
つ
い

て

一般質問

が
っ
て
、
今
の
段
階
で
は

例
え
ば
図
書
館
に
つ
い
て

も
、
住
民
の
意
見
を
聴
く

と
い
う
こ
と
を
徹
底
す
る

た
め
市
民
会
議
を
開
催
し

た
。
そ
こ
は
ご
理
解
を
い

た
だ
き
た
い
。
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次
の
ペ
ー
ジ

一
般
質
問
と
答
弁

一般質問

鹿
ししうち

討 康
やすひろ

弘 議員

及
おいかわ

川 恒
つ ね お

雄 議員

Ｑ６
期
対
策
の
変
更
内
容

と
今
後
の
取
り
組
み
集
落

数
、
ま
た
、
内
容
変
更
に
よ

り
事
業
に
影
響
が
出
る
集

落
へ
の
継
続
に
向
け
て
の

方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

変
更
点
は
大
き
く
３

点
、「
集
落
戦
略
の
作
成
」

か
ら
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

活
動
計
画
の
作
成
」
へ
の

変
更
と
「
集
落
協
定
広
域

化
加
算
」
と
「
生
産
性
向
上

加
算
」
の
廃
止
、「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
加
算
」
と
「
ス
マ
ー

ト
農
業
加
算
」
の
新
設
で

あ
る
。
令
和
７
年
度
を
最

後
に
３
つ
の
集
落
協
定
か

ら
活
動
を
取
り
止
め
る
意

向
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

各
集
落
の
事
業
継
続
に
向

け
て
は
制
度
の
周
知
を
図

主
要
地
方
道
北
上
東
和

線
、
一
般
県
道
花
巻
田
瀬

線
の
重
要
性
と
改
良
整
備

に
つ
い
て
伺
う
。

佐
さ と う

藤 現
げん

 議員

特
に
雑
草
繁
茂
が
著
し

い
花
巻
南
Ｉ
Ｃ
か
ら
花
巻

南
高
校
ま
で
の
当
該
区
間

は
、
令
和
６
年
度
に
2

回

の
除
草
作
業
を
実
施
し

た
。
し
か
し
雑
草
の
成
長

が
想
定
以
上
に
早
く
、
歩

道
へ
の
浸
食
を
防
ぎ
き
れ

な
か
っ
た
。
今
後
は
、
草
刈

り
回
数
を
増
や
す
と
共

に
、
歩
道
縁
石
ま
わ
り
に

土
が
堆
積
し
雑
草
が
繁
茂

し
易
い
環
境
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
除
草
作
業
の

ほ
か
路
面
清
掃
車
を
使
用

し
た
清
掃
を
行
う
予
定
。

花
巻
南
Ｉ
Ｃ
か
ら
花
巻

東
高
校
ま
で
の
「
市
道
花

巻
南
イ
ン
タ
ー
中
北
万
丁

目
線
」
の
歩
道
整
備
が
不

十
分
。
景
観
と
安
全
確
保

の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

将
来
的
な
医
療
体
制
に

向
け
た
具
体
的
な
方
策
と

医
師
確
保
も
含
め
た
支
援

の
在
り
方
に
一
定
の
線
引

き
や
枠
組
み
が
必
要
と
思

う
が
市
の
方
針
に
つ
い
て

伺
う
。

令
和
６
年
11

月
に
金
融

機
関
へ
の
弁
済
計
画
や
ガ

バ
ナ
ン
ス
強
化
を
含
む
改

定
事
業
再
生
計
画
が
成

立
。
経
営
改
善
に
は
経
営

体
制
の
刷
新
と
医
師
の
確

保
が
重
要
で
あ
り
、
令
和

7

年
度
予
算
に
１
８
５
８

万
円
を
計
上
し
た
。
全
国

的
に
民
間
病
院
の
赤
字
問

題
が
あ
る
た
め
支
援
の
枠

組
み
は
必
要
だ
が
、
基
幹

病
院
の
後
方
支
援
と
し
て

総
合
花
巻
病
院
の
存
続
は

重
要
。
ま
た
、
新
理
事
会
へ

の
理
事
派
遣
は
現
時
点
で

考
え
て
い
な
い
。

主
要
地
方
道
北
上
東
和

線
は
通
勤
や
中
部
病
院
へ

の
救
急
搬
送
等
ア
ク
セ
ス

道
路
と
し
て
、
一
般
県
道

花
巻
田
瀬
線
は
田
瀬
湖
で

の
各
種
大
会
や
ワ
カ
サ
ギ

釣
り
な
ど
の
観
光
道
路
と

し
て
ど
ち
ら
も
重
要
な
路

線
と
認
識
し
て
い
る
。
改

良
整
備
に
つ
い
て
県
に
対

し
粘
り
強
く
要
望
す
る
。

昨
年
９
月
定
例
会
で
採

択
と
な
っ
た
請
願
「
障
が

い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
学
び
共
に
生
き
る
花

巻
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

の
検
討
状
況
を
伺
う
。

岩
手
県
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
、
花
巻
市
身
体
障

害
者
福
祉
協
会
と
の
意
見

交
換
を
実
施
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
も
両
団
体

お
よ
び
市
内
各
障
害
福
祉

団
体
と
意
見
交
換
を
進

め
、
県
外
市
町
村
か
ら
の

情
報
収
集
を
行
い
花
巻
市

独
自
の
障
が
い
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
共
に
学
び
共

に
生
き
る
花
巻
市
ま
ち
づ

く
り
条
例
制
定
の
必
要
性

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

昨
年
６
月
定
例
会
で
採

択
と
な
っ
た
請
願
「
５
歳

児
健
康
診
査
」
の
実
施
見

込
み
に
つ
い
て
伺
う
。

５
歳
前
後
は
対
人
関
係

や
言
葉
の
遅
れ
な
ど
の
特

性
が
確
認
さ
れ
や
す
い
時

期
で
あ
る
。
子
ど
も
の
特

性
を
早
期
に
発
見
、
特
性

に
合
わ
せ
た
適
切
支
援
を

行
う
た
め
５
歳
児
健
診
は

必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

し
か
し
、
す
で
に
乳
幼
児

健
診
を
市
内
、
北
上
市
の

小
児
科
医
に
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
中
、
さ
ら
に
負

担
が
重
く
な
る
。
今
後
も

医
師
会
、
保
育
園
等
の
関

係
機
関
と
協
議
の
う
え
５

歳
児
健
診
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
る
。

一般質問

Ａ

Ａ Ｑ

ＱＡ

Ａ Ｑ

ＱＡ

ＱＡ

り
な
が
ら
相
談
に
対
し
県

と
確
認
し
な
が
ら
助
言
を

行
っ
て
い
く
。

■
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
に
つ
い
て

■
道
路
整
備
に
つ
い
て

■
花
巻
市
独
自
の
条
例

制
定
に
つ
い
て

■
５
歳
児
健
康
診
査
に

つ
い
て

■
「
野
球
タ
ウ
ン
（
※
）
」
聖
地
巡
礼

と
観
光
振
興
に
つ
い
て

■
総
合
花
巻
病
院
へ
の

経
営
支
援
に
つ
い
て

大
規
模
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
開
催
は
、
地
域
活
性
化

ま
た
本
市
の
競
技
ス
ポ
ー

ツ
の
活
躍
の
勢
い
の
後
押

し
に
な
る
と
考
え
る
が
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

は
な
ま
き
ス
ポ
ー
ツ
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー

ロ
ー
を
主
に
、
大
規
模
大

会
や
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘

致
を
行
い
、
競
技
ス
ポ
ー

ツ
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
を
図
っ
て
い
る
。
関
心

を
高
め
競
技
力
向
上
に
つ

な
げ
る
た
め
、
全
国
規
模

の
大
規
模
な
大
会
の
開
催

に
努
め
て
い
く
。

県
側
は
市
町
村
に
充
実

し
た
機
能
を
備
え
た
施
設

が
複
数
あ
り
、
担
う
役
割

や
今
後
の
改
修
状
況
等
に

つ
い
て
将
来
人
口
の
展
望

や
県
財
政
を
踏
ま
え
維
持

改
修
等
が
望
ま
し
い
と
し

て
い
る
。
本
市
と
し
て
は

現
在
の
施
設
の
規
模
で
不

足
は
な
い
。
ま
た
、
財
政
的

に
も
相
当
な
金
額
の
負
担

が
あ
り
現
段
階
で
は
建
設

誘
致
は
困
難
と
考
え
る
。

照
て る い

井 明
め い こ

子 議員

近
年
の
食
材
や
燃
料
費

の
価
格
高
騰
は
、
子
育
て

環
境
に
相
当
の
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
。
市
で
は
、
価

格
高
騰
に
伴
う
学
校
給
食

費
の
上
昇
に
よ
る
保
護
者

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

令
和
５
年
度
・
６
年
度
と

支
援
し
、
保
護
者
負
担
は

据
え
置
き
と
し
た
。
令
和

７
年
度
は
、
年
間
で
約
６

７
０
０
万
円
の
上
昇
が
見

込
ま
れ
る
が
、
国
の
交
付

金
を
活
用
し
、
子
育
て
世

帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

策
と
し
て
取
り
組
む
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
に
お
け
る
学
校

給
食
費
負
担
軽
減
事
業
は

継
続
し
て
取
り
組
む
べ
き

で
は
な
い
か
。

埼
玉
県
富
士
見
市
で
は

１
歳
児
、
３
歳
児
、
４
歳
児

の
独
自
の
基
準
を
設
け
、

予
算
措
置
を
し
て
い
る
。

市
独
自
の
配
置
基
準
の

拡
充
に
つ
い
て
伺
う
。

本
市
の
現
状
と
し
て
、

保
育
士
が
不
足
し
て
い
る

こ
と
に
よ
り
待
機
児
童
が

発
生
し
て
お
り
、
さ
ら
に

保
育
士
が
不
足
し
、
待
機

児
童
が
増
加
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
難
し
い
。
市
で

は
単
独
の
負
担
で
保
育
士

確
保
・
保
育
所
等
受
入
促

進
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

年
度
当
初
か
ら
９
月
ま
で

の
期
間
、
国
の
配
置
基
準

以
上
に
保
育
士
を
雇
用
し

た
施
設
の
運
営
者
に
対
し

人
件
費
補
助
を
し
て
い

る
。

昨
年
11

月
27

日
に
農
業

者
や
農
業
法
人
等
と
共
に

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

宣
言
を
行
っ
た
。
今
後
、
花

巻
市
有
機
農
業
実
施
計
画

に
基
づ
き
、
取
り
組
み
を

始
め
る
。
令
和
７
年
度
は
、

引
き
続
き
講
演
会
お
よ
び

マ
ル
シ
ェ
の
開
催
を
す
る

ほ
か
、
ス
ー
パ
ー
等
に
販

売
所
を
設
置
す
る
働
き
か

け
を
予
定
。
今
後
も
Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
活

用
す
る
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
作
物

の
安
心
・
安
全
。
健
康
確
保

の
た
め
に
、
消
費
者
に
対

す
る
啓
発
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い

る
の
か
伺
う
。

農
業
者
は
農
業
資
材
高

騰
の
も
と
、
厳
し
い
経
営

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

市
独
自
の
農
業
支
援
に
取

り
組
ま
な
い
か
伺
う
。

国
の
物
価
指
数
調
査
で

は
令
和
２
年
を
１
０
０
と

し
た
場
合
、
令
和
５
年
４

月
１
２
２
、
令
和
６
年
12

月
１
２
０
と
下
落
し
て

い
る
。
肥
料
は
令
和
５
年

４
月
に
最
高
の
１
５
５
で

そ
の
後
は
下
落
傾
向
に
あ

る
。
市
は
稲
作
農
家
、
畜
産

農
家
、
園
芸
生
産
農
家
に

各
種
補
助
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。
市
は
資
材
の
価

格
動
向
や
農
畜
産
物
の
販

売
状
況
を
収
集
し
、
国
県

の
支
援
策
を
踏
ま
え
な
が

ら
対
応
を
検
討
す
る
。

藤
ふ じ ね

根 清
きよし

 議員

岩
手
県
と
盛
岡
市
共
同

で
建
設
整
備
さ
れ
た
「
き

た
ぎ
ん
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
」

の
よ
う
に
、
老
朽
化
し
た

岩
手
県
営
体
育
館
の
建
設

が
進
め
ら
れ
る
場
合
、
本

市
へ
の
建
設
誘
致
に
取
り

組
む
考
え
は
な
い
か
伺

う
。

阿
あ べ

部 一
か ず お

男 議員

Ａ Ｑ

ＱＡ

Ｑ

ＱＡ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

■
農
業
問
題
に
つ
い
て

■
学
校
給
食
費
負
担
軽
減

の
取
り
組
み
継
続
を

■
市
独
自
の
保
育
士
配
置

基
準
設
定
に
つ
い
て

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ

い
て

※野球タウン：  女子野球タウン認定や大谷翔平選手の活躍、菊池雄星選手の複合野球施設「Ｋ . Ｏ . Ｈ」、富士大野球

部の活躍により「野球タウン」として認知度が向上している。
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次
の
ペ
ー
ジ

予
算
特
別
委
員
会
審
査

小
こ も り た

森田郁
ふ み や

也 議員

雇
用
就
農
希
望
者
と
事

業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支

援
お
よ
び
経
営
体
の
課
題

へ
の
支
援
に
つ
い
て
伺

う
。市

内
で
は
花
巻
農
協
の

無
料
職
業
紹
介
所
「
ア
グ

リ
ワ
ー
ク
」
が
マ
ッ
チ
ン

グ
を
支
援
し
成
果
を
上
げ

て
い
る
。

経
営
体
の
課
題
で
あ
る

農
閑
期
の
労
働
需
要
確
保

や
高
度
人
材
の
需
要
な
ど

に
対
し
、
国
や
市
の
補
助

事
業
に
加
え
、
関
係
機
関

と
連
携
し
専
門
家
の
派
遣

や
巡
回
指
導
を
通
じ
た
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
引
き

続
き
農
業
法
人
等
の
経
営

安
定
化
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

使
途
の
見
え
る
化
の
た

め
、
多
く
の
方
々
の
目
に

触
れ
る
事
業
や
ハ
ー
ド
事

業
に
活
用
す
る
考
え
は
な

い
か
伺
う
。

羽
は や ま

山るみ子
こ

 議員

ふ
る
さ
と
納
税
は
子
育

て
支
援
や
医
療
費
助
成
等

の
市
民
生
活
を
守
る
事
業

に
多
く
活
用
し
て
お
り
、

一
部
ハ
ー
ド
事
業
に
充
当

し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

寄
付
者
に
対
し
返
礼
品

の
事
業
者
紹
介
や
花
巻

の
魅
力
を
伝
え
る
「
サ
ン

ク
ス
レ
タ
ー
」
を
送
付
し

て
い
る
が
、
今
後
は
振
興

セ
ン
タ
ー
等
に
も
配
置
す

る
な
ど
周
知
方
法
を
検
討

し
、
寄
附
の
使
途
が
市
民

に
よ
り
見
え
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

櫻
さくらい

井 肇
はじめ

 議員

高
額
療
養
費
制
度
の
拙

速
な
見
直
し
に
よ
り
、
必

要
な
治
療
が
受
け
ら
れ
ず

命
を
失
う
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ

り
、
そ
の
よ
う
な
事
態
が

生
じ
な
い
こ
と
を
前
提
に

高
額
療
養
費
制
度
を
見
直

す
こ
と
が
可
能
で
あ
る

か
、
別
な
財
源
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
高
額
療

養
費
制
度
を
ど
こ
ま
で
維

持
で
き
る
か
に
つ
い
て
国

民
全
体
の
議
論
を
踏
ま
え

た
う
え
で
、
国
会
が
検
討

す
る
。

国
は
８
月
か
ら
高
額
療

養
費
制
度
の
見
直
し
を
行

い
、
自
己
負
担
限
度
額
を

引
き
上
げ
よ
う
と
し
て
い

る
が
市
の
見
解
を
伺
う
。

農
水
省
は
水
田
活
用
の

直
接
支
払
い
交
付
金
に
つ

い
て
、
５
年
間
１
度
も
作

付
け
し
な
い
農
地
を
支
払

い
対
象
と
し
な
い
方
針
を

撤
回
し
た
が
、
見
解
を
伺

う
。こ

れ
ま
で
の
水
田
を
交

付
対
象
と
す
る
仕
組
み
か

ら
作
物
ご
と
の
生
産
性
向

上
を
支
援
す
る
仕
組
み
に

転
換
し
、
令
和
９
年
度
以

降
の
水
張
り
は
求
め
な
い

こ
と
。
令
和
７
、
８
年
度
に

お
い
て
、
地
力
維
持
の
た

め
の
堆
肥
投
入
や
病
害
予

防
の
た
め
の
薬
剤
散
布
等

に
よ
る
連
作
障
害
を
避
け

る
た
め
の
取
り
組
み
を
い

ず
れ
か
の
年
に
取
り
組
む

こ
と
で
交
付
対
象
と
な

る
。
要
望
活
動
の
成
果
が

表
れ
た
。

新
花
巻
図
書
館
建
設
候

補
地
比
較
調
査
報
告
書
で

は
災
害
警
戒
区
域
等
が
示

さ
れ
て
い
た
。
市
有
地
に

お
け
る
災
害
リ
ス
ク
の
除

去
に
つ
い
て
、
早
急
な
対

応
が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
伺
う
。

直
ち
に
当
該
土
地
を
利

用
し
な
い
限
り
、
災
害
リ

ス
ク
を
除
去
す
る
た
め
の

工
事
等
を
行
う
必
要
は
な

い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

現
在
は
、
関
係
者
以
外
の

立
ち
入
り
を
禁
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
さ
ら

な
る
安
全
対
策
が
必
要
に

な
っ
た
場
合
に
は
、
対
策

を
講
じ
て
い
く
。

一般質問一般質問

■
水
田
活
用
の
直
接
支
払

交
付
金
に
つ
い
て

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

■
就
農
者
の
確
保
に
つ

い
て

■
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途

の
見
え
る
化
に
つ
い
て

■
旧
総
合
花
巻
病
院
跡

地
に
つ
い
て

■
高
額
医
療
費
の
上
限

額
引
上
げ
に
つ
い
て

似
にたない

内 一
かずひろ

弘 議員

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
に

つ
い
て
、
市
へ
の
訪
日
外

国
人
の
現
状
に
つ
い
て
伺

う
。令

和
６
年
の
外
国
人
観

光
客
入
込
数
は
、
統
計
を

取
り
始
め
た
平
成
22

年
以

降
最
も
多
い
８
万
２
０
４

６
人
と
な
っ
て
い
る
。
国

別
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、

台
湾
が
最
も
多
い
６
万
７

１
８
４
人
、
香
港
の
５
６

８
２
人
、
中
国
の
１
２
８

８
人
、
韓
国
の
８
８
１
人
、

タ
イ
の
６
２
３
人
な
ど
と

な
っ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
諸

国
が
多
い
一
方
で
、
ア
メ

リ
カ
が
６
４
０
人
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
が
２
５
４
人

な
ど
欧
米
諸
国
は
少
な
い

傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

市
の
人
口
動
態
に
お
け

る
社
会
増
減
に
つ
い
て
伺

う
。令

和
６
年
の
社
会
増
減

に
つ
い
て
、
市
全
体
で
は

38

人
の
転
出
超
過
（
社
会

減
）
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
内
訳
は
、
岩
手
県
内
の

市
町
村
か
ら
は
２
４
７
人

の
転
入
超
過
で
あ
り
、
一

方
、
首
都
圏
で
は
１
７
８

人
、
宮
城
県
で
は
１
１
１

人
の
転
出
超
過
に
な
っ
て

い
る
。
年
代
別
で
見
る
と
、

大
学
進
学
や
就
職
の
時
期

を
迎
え
る
18

歳
か
ら
24

歳

の
世
代
に
お
い
て
２
３
２

人
の
大
き
な
転
出
超
過
と

な
っ
て
い
る
。

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
■
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
推
進

に
つ
い
て

■
移
住
定
住
の
推
進
に

つ
い
て

佐
さ さ き

々木精
せいいち

市 議員

窓
口
で
出
生
届
や
死
亡

届
の
手
続
を
行
っ
た
際
に

国
民
健
康
保
険
や
児
童
手

当
等
の
関
連
す
る
手
続

は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対

応
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

死
亡
届
に
関
し
て
は
、

担
当
課
が
本
館
、
新
館
に

分
か
れ
て
い
る
が
、
手
続

の
進
捗
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
、
職
員
が
連
携
の
う

え
円
滑
な
手
続
き
が
出
来

る
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

出
生
届
は
総
合
案
内
で
用

件
を
伺
い
、
原
則
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
受
け
付
け
て
い

る
。
今
後
も
市
民
の
利
便

性
に
繋
が
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
改
善
を
図
っ
て
参

り
た
い
。

第
３
期
花
巻
市
役
所
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

の
取
り
組
み
状
況
と
、
一

般
家
庭
へ
の
省
エ
ネ
家
電

買
い
替
え
補
助
金
の
交
付

の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

実
行
計
画
に
基
づ
き
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目

標
達
成
を
目
指
し
職
員
一

人
一
人
が
率
先
し
て
行
動

し
て
い
る
。

一
般
家
庭
向
け
の
省
エ

ネ
家
電
買
い
替
え
に
対
す

る
市
独
自
の
補
助
金
交
付

は
、
国
や
県
の
補
助
金
制

度
が
あ
る
の
で
現
時
点
で

考
え
て
い
な
い
が
、
支
援

情
報
の
提
供
に
努
め
て
参

り
た
い
。

菅
すがわら

原ゆかり 議員

子
ど
も
が
生
ま
れ
て
１

年
未
満
に
精
神
的
な
不
調

を
感
じ
る
父
親
の
割
合
は

11

％
で
あ
り
、
母
親
の
産

後
う
つ
の
発
症
割
合
と
は

ほ
ぼ
同
水
準
と
な
っ
て
い

る
。
妊
娠
届
出
時
や
乳
児

家
庭
全
戸
訪
問
に
妊
婦
に

お
渡
し
す
る
産
後
う
つ
の

予
防
や
見
守
り
に
関
す
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
、
今
後
、

父
親
の
産
後
う
つ
の
状
況

に
つ
い
て
情
報
を
追
加

し
、
父
親
の
産
後
う
つ
に

つ
い
て
周
知
を
図
っ
て
い

く
と
と
も
に
、
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
相
談

窓
口
も
広
く
周
知
し
て
い

く
。 父

親
の
産
後
う
つ
に
つ

い
て
伺
う
。

オ
ス
ト
メ
イ
ト
に
対
す

る
理
解
促
進
に
つ
い
て
伺

う
。障

が
い
の
あ
る
方
や
高

齢
者
、
全
て
の
方
が
安
心

し
て
気
軽
に
出
か
け
ら

れ
、
情
報
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
「
岩
手
県
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
電
子
マ
ッ

プ
」
に
も
県
内
の
オ
ス
ト

メ
イ
ト
ト
イ
レ
の
設
置
状

況
が
マ
ッ
プ
と
し
て
掲
載

さ
れ
て
い
る
の
で
そ
の
サ

イ
ト
の
活
用
も
周
知
す

る
。
ま
た
温
泉
な
ど
公
衆

浴
場
で
の
入
浴
に
つ
い
て

も
ス
ト
ー
マ
用
装
具
を
必

ず
着
用
す
る
等
の
ル
ー
ル

を
守
っ
て
入
浴
す
れ
ば
衛

生
上
問
題
が
な
い
こ
と
か

ら
一
般
の
方
に
も
周
知
す

る
。

■
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
※
）
に
対

す
る
理
解
促
進
に
つ
い
て

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

ＱＡ

ＱＡ

■
窓
口
業
務
に
つ
い
て

■
地
球
温
暖
化
対
策
に

つ
い
て

■
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

比
較
調
査
資
料
で
示
さ

れ
た
駅
前
建
設
案
に
対
し

て
駅
前
周
辺
の
方
々
か
ら

反
対
の
声
が
出
て
い
る
。

具
体
的
な
問
題
点
を
地
元

の
方
々
と
話
し
合
う
機
会

は
持
た
な
い
の
か
。
地
元

が
置
き
去
り
に
な
っ
て
い

る
現
状
に
つ
い
て
市
の
見

解
を
伺
う
。

地
元
の
方
の
意
見
が
あ

る
の
で
あ
れ
ば
、
説
明
す

る
必
要
は
あ
る
か
と
思

う
。
今
後
、
市
民
参
画
の
手

続
き
を
取
り
市
民
説
明
会

を
行
い
、
市
民
の
意
見
を

聞
い
て
図
書
館
の
建
設
に

繋
げ
て
い
き
た
い
。

ＱＡ ■
新
花
巻
図
書
館
に
つ

い
て

※オストメイト：  様々な病気や事故などにより、腹部に排泄のためのストーマ（人工肛門・人工膀胱）を造設した人



11 10はなまき市議会だより 花の風　№83　令和７年５月１日 はなまき市議会だより 花の風　№83　令和７年５月１日

次
の
ペ
ー
ジ

予
算
特
別
委
員
会
審
査

予算特別委員会

Q　 空き家対策でマンパワー不足が懸念される

が、 どのような考えで予算に臨んだか伺う。

A　 マンパワー不足に関して、 新年度予算には

計上していないが、 空き家等対策の支援法

人との連携が当市において有効か検討して

いきたい。

 空家等対策事業
970万３千円

Q　 不燃ごみ処理事業が計画していた３市１町の

共同事業から２市１町になったが新たな費用

負担が発生しないか。

A　 ２市１町になるため花巻市の負担は増える。

機械の設備費用はごみの処理量に関わらず

変わらないと聞いているが、設備を縮小化し、

費用を安くすることを組合に申し入れている。

 岩手中部広域
　　行政組合負担金

8780万１千円

Q　 新花巻図書館に係る市民会議の結果と花巻

駅前を建設候補地とすることについて報告が

議会にあった。 情報発信についてはどのよう

に考えているのか。

A　 議会に報告した内容の資料については、 市

ホームページで公開済みである。 また、 ３月

11 日に花巻図書館整備基本計画試案検討会

議を開催し、 建設候補地も盛り込んだ試案に

ついて説明し、 案のとおり進めることとした。

これについても随時発信する。

 図書館整備事業
127万６千円

 自主防災組織
　　　　支援事業

218万６千円

Q　 市の防災士資格取得支援補助において、 制

度創設された平成 30 年以来、 合計で延べ 73

名が資格を取得した。 現在、 防災士会は自

主的に会の設立を目指している。 そのように

共同で活動すれば各種災害にも支援拡大が

期待できる。 市はどう捉えているか。

A　 各自主防災組織に所属しているので、 市は

防災士会ネットワ－クと連携しながら避難 ・

防災訓練を広めていく。

 消防水利維持管理
　　　　　整備事業

6138万８千円

A　 大船渡のような山林火災を想定すると、 防

火水槽を使用したり、 防火水槽がないとき

は近隣のダムなどの水を利用して防災ヘリ

での消火活動が考えられる。

令和７年度 予算を可決
令　和
７年度

予算審査

令
和
７
年
度
当
初
予
算
審
査

を
3
日
間
に
わ
た
り
行
い
ま
し

た
。
担
当
課
よ
り
説
明
を
受
け
、

質
疑
を
行
い
、
最
終
日
の
本
会

議
に
て
予
算
を
可
決
し
ま
し

た
。
市
議
会
が
注
目
し
た
予
算

は
次
の
と
お
り
で
す
。

Q　 山林火災の際に、 水利の部分について課題

があると思うがどのような対策をしているの

か。

 公害防止対策事業
1735万４千円

Q　 悪臭苦情件数が令和５年度 62 件、 令和６年

度 89 件と増えてきている。 矢沢中学校が義

務教育学校設置へと計画されているが対応を

どう考えているか。 根本的には化製場の移転

新築または改善が必要ではないか。

A　 県には工場設置の不適合があるのではない

か、 とお話しした。 改善勧告が出せないか７

年度も検討していく。 移転新築が最善である

が企業の単独実施は難しいため、 県の支援

が必要だと考えている。

　　※工場 ・ 施設設置許可権者は岩手県

会計別の当初予算額（歳出）

（単位　千円）

会計別 令和７年度予算 前年度比較増減

一般会計 58,178,625 3,025,301

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 8,373,584 68,379

後期高齢者医療特別会計 2,530,614 100,571

介護保険特別会計 11,080,133 279,082

公設地方卸売市場事業特別会計 45,700 △117,785

産業団地事業特別会計 1,374,146 632,863

計 23,404,177 963,110

総計 81,582,802 3,988,411

下水道事業会計

（単位　千円）

収益的収支

収入 3,529,031

支出 3,642,154

資本的収支

収入 2,472,125

支出 3,579,948

３月12日

３月13日

３月14日

審議の様子は
こちら
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次
の
ペ
ー
ジ

常
任
委
員
会
等
の
活
動
報
告
・
陳
情
審
査

予算特別委員会

審議した議案 内　　　容 審議結果

令和６年度花巻市一般会計補正予

算（第10号）の専決処分に関し承認

を求めることについて

　除雪業務委託料の増額見込みに係る歳入歳出予算の補正

　＊補正額:１億円増額　＊補正後予算額:638億3,356万２千円
承　認

花巻市部設置条例の一部を改正す

る条例

　健康福祉部を廃止し、新たに「福祉部」および「健康こども部」を設置す

ることにより、現行の９部から10部に改めるもの
可　決

令和６年度花巻市一般会計補正予

算（第11号）

物価高騰への対応に係る歳入歳出予算の補正および繰越明許費の補正

＊補正額: ３億6,278万２千円増額　＊補正後予算額:641億9,634万４千円
可　決

令和７年第１回臨時会は１月28日に開かれ、議案はすべて原案のとおり可決、承認しました。

令和７年第１回臨時会

8697万４千円 有害鳥獣
　　被害対策事業

Q　 電気柵設置補助や放任果樹伐採補助の予算

に関して令和６年の実績見込みを伺う。

A　 ２月末時点の実績として電気柵 137 件、 内

個 人 122 件、 団 体 15 件、 補 助 額 は 2442

万８千円。 放任果樹伐採 56 件、 補助額 330

万５千円となる。

22万円 小中学校学区
　再編成等調査事業

Q　 石鳥谷地域で教育懇談会等を各地域で行

い、 各小学校 PTA の意見が４小学校を統

合することで意見一致したが、 今後のスケ

ジュールについて伺う。

A　 ４つの小学校を１つに統合した小学校にして

いくのか、 または、 義務教育学校を含む小

中一貫校のいずれかにするのか、 保護者 ・

PTA など皆様に検討していただき、 次に６

つのコミュニティ単位で地域の皆様で協議し

ていただくことになる。

1478万５千円 建築物耐震対策
　　　　　促進事業

Q　 岩手県の調査では、 花巻市内には 723 か所

の土砂災害警戒区域がある。 この中に居住し

ている住宅は全て建築物耐震対策促進事業

の対象になるのか。 またどのように周知を図

るのか。

A　 特別警戒区域 ( レッドゾ－ン ) 内にある住家

が対象になる。 県の調査では花巻市に 302

棟で旧花巻市 64、 大迫町 184、 石鳥谷町 5、

東和町 49 棟である。 現在、 要綱の改正を進

めており、 チラシが出来上がり次第、 県が作

成するパンフレット等も活用して周知する。

医師確保支援事業
1858万２千円

Q　 総合花巻病院に医師確保の支援を行うとのこ

とだが、 何名を見込んでいるか。 今後の状況

はどうか。

A　 今年度３名を見込んでいる。 総合花巻病院

の改定事業再生計画に基づく経営改善策を

支援するため創設した事業であるが一定程

度継続する必要がある。 法人の経営状況を

見ながら検討していく。

 国民健康保険財政調整
　　基金運用収入積立金

138万９千円

Q　 基金積立金に 138 万 9000 円の積み立てとあ

るが、 今年度末の基金の額と令和７年度の基

金の見込みを伺う。

A　 令和６年度末の基金の残高は７億 6728 万３千

円と見込んでいる。 取り崩しも含め、 令和７年

度の基金は４億 3177 万５千円を見込んでい

る。

大迫総合支所
　庁舎設備改修

２億9106万円

Q　 今年は大迫総合支所庁舎の実施計画におい

て空調設備改修を行うとされるが、 今までは

外国製の木質チップボイラーの空調でメンテ

ナンスが難しかった。 今回は作業し易いもの

にする予定か。

A　 今回は木質チップボイラ－を更新することと、

吸収冷凍機冷却塔等の配管をするもの。 前

回は国産ではなかったのでメンテナンスが難

しかった。 今回は作業できるよう規格を定め

て規格に合ったものを納入する。

賛否が分かれた議案の審議結果

議 案 3 0 令和７年度花巻市一般会計予算

議 案 3 1 令和７年度花巻市国民健康保険特別会計予算

議 案 3 2 令和７年度花巻市後期高齢者医療特別会計予算

会派名 明和会
はなまき

市民クラブ
緑の風 社民クラブ

日本共産党花巻

市議会議員団

会派に

所属しない
審
議
結
果議員名

及
川
恒
雄

伊
藤
忠
宏

藤
根　　

清

小
原
保
信

横
田

忍

盛
岡
耕
市

佐
藤
峰
樹

高
橋

修

羽
山
る
み
子

佐
藤

現

内
舘

桂

本
舘
憲
一

小
森
田
郁
也

鹿
討
康
弘

似
内
一
弘

伊
藤
盛
幸

照
井
省
三

若
柳
良
明

阿
部
一
男

久
保
田
彰
孝

照
井
明
子

櫻
井　

肇

佐
々
木 
精
市

菅
原
ゆ
か
り

議案 30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ 可決

議案 31 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ 可決

議案 32 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ 可決

〇は賛成、●は反対。議長は表決に加わりません。
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次
の
ペ
ー
ジ

ち
ょ
っ
と
一
言
︒

議
会
の
動
き
ほ
か

陳
情
審
査

議
会
運
営
委
員
会
は
第
１
号
陳
情
の
審
査
を
行
い
ま

し
た
。
審
査
の
結
果
、
第
１
号
陳
情
は
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

審
査
に
お
い
て
委
員
か
ら
は
「
令
和
２
年
12
月
に

行
っ
た
特
別
委
員
会
の
提
言
の
検
証
と
市
民
会
議
に
建

設
候
補
地
を
委
ね
る
だ
け
で
な
く
、
建
設
比
較
調
査
結

果
に
対
す
る
議
論
を
す
る
た
め
の
特
別
委
員
会
と
い

う
内
容
で
あ
れ
ば
採
択
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
考
え
て
い

た
が
、
も
っ
と
広
く
議
会
と
し
て
議
論
す
る
場
が
必
要

で
は
な
い
か
と
い
う
陳
情
者
の
考
え
で
あ
り
、
そ
の
点

 常任委員会等の活動報告 

総務常任委員会

◆２月 19 日 ( 水 )

　　＊ 「花巻市議会基本条例第 13 条及び第 14 条

に基づく説明資料の作成を求める事業の選

定について」

　◆３月 10 日（月）

　　＊ 所管事務調査「地域づくりとコミュニティ

会議の在り方について」

　◆４月 28 日（月）

　　＊ 協議「今後の活動について」

文教福祉常任委員会

　◆２月３日 (月 )

　　＊所管事務調査「 新花巻図書館について」

◆２月 14 日 ( 金 )

　　＊ 協議「 ２月３日所管事務調査の振り返りに

ついて」

◆２月 14 日 ( 金 )

　　＊所管事務調査「 学童クラブについて」

　◆２月 19 日 ( 水 )

　　＊ 「花巻市議会基本条例第 13 条及び第 14 条

に基づく説明資料の作成を求める事業の選

定について」

　◆３月 10 日（月）

　　＊ 所管事務調査「障害のある人もない人も共

に学び共に生きる花巻市まちづくり条例に

ついて」

産業建設常任委員会

◆２月 19 日 ( 水 )

　　＊ 「花巻市議会基本条例第 13 条及び第 14

条に基づく説明資料の作成を求める事業

の選定について」

　◆２月 19 日（水）

　　 ＊所管事務調査「 担い手育成について」

　◆３月 11 日 ( 火 )

　　＊協議「 今後の活動方針について」

　◆４月 15 日 ( 火 )

　　＊ 所管事務調査「土澤アートクラフトフェ

アについて」

議会改革推進会議

◆３月 17 日（月）

　　（１）特別委員会の委員任期について

　　（２）会議出席時の服装について

　　（３）タブレット端末の有効活用について

　　（４）ペーパーレス化の推進について

定
例
会
最
終
日
の
本
会
議
で
委
員
長
報
告
を
行
い
、

採
決
を
行
っ
た
結
果
、
反
対
多
数
で
不
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

※
審
議
の
結
果
は
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

で
は
賛
同
で
き
る
」
「
市
民
の
陳
情
や
請
願
は
政
策
提

言
と
受
け
止
め
て
い
る
。
特
別
委
員
会
等
の
設
置
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
特
別
委
員
会
に
こ
だ
わ
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
議
員
間
の
自
由
討
議
等
で
検
証

を
求
め
て
お
り
、
趣
旨
は
理
解
出
来
る
」
「
特
別
委
員
会

の
提
言
に
対
し
、
建
設
場
所
の
決
定
に
際
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
経
過
及
び
理
由
も
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。
市

民
の
理
解
も
得
ら
れ
て
お
ら
ず
、
議
員
間
で
も
っ
と
討

論
を
し
な
が
ら
市
民
の
声
に
応
え
る
必
要
が
あ
る
」
と

の
意
見
に
対
し
、「
新
花
巻
図
書
館
整
備
特
別
委
員
会
を

早
期
に
設
置
と
の
陳
情
に
対
し
、
市
は
こ
れ
ま
で
し
っ

か
り
と
特
別
委
員
会
の
提
言
に
基
づ
い
て
事
業
を
進
め

ら
れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
一
般
質
問
等
で
、
広
く
議
員

に
は
経
過
等
周
知
さ
れ
て
お
り
、
検
証
は
し
っ
か
り
と

成
さ
れ
て
き
た
」
「
市
民
参
画
に
お
い
て
も
、
市
民
参
画

協
働
推
進
委
員
会
か
ら
適
切
と
の
評
価
を
受
け
た
う
え

で
、
図
書
館
協
議
会
、
社
会
教
育
委
員
等
の
専
門
的
知
見

か
ら
意
見
を
伺
い
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
」
「
議
会
に

お
い
て
議
論
が
必
要
だ
と
の
意
見
で
あ
る
が
、
自
由
討

議
等
は
議
員
間
で
工
夫
す
る
こ
と
で
で
き
る
可
能
性
は

あ
る
。
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
は
賛
同
し
か
ね

る
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
採
択
す
べ
き
と
な
り
ま

し
た
。

◆
審
査
の
経
過

要
旨花

巻
市
議
会
内
に
新
花
巻
図
書
館
整
備
特
別
委
員
会

等
を
早
期
に
設
置
す
る
こ
と

理
由令

和
２
（
２
０
２
０
）
年
、
市
は
「
新
花
巻
図
書
館
複
合

施
設
整
備
事
業
構
想
」
を
公
表
。
Ｊ
Ｒ
花
巻
駅
前
の
ス

ポ
ー
ツ
用
品
店
敷
地
を
50
年
間
借
入
れ
し
て
の
「
住
宅

地
付
き
図
書
館
」
建
設
構
想
案
に
は
、
計
画
の
進
め
方
な

ど
に
市
民
や
市
議
か
ら
指
摘
や
反
対
の
声
が
上
が
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
白
紙
に
な
り
ま
し
た
。

市
議
会
は
「
新
花
巻
図
書
館
整
備
特
別
委
員
会
」
を
設

置
し
、
市
民
懇
談
会
で
の
市
民
の
意
見
の
聞
き
取
り
を

行
い
な
が
ら
検
討
を
重
ね
、
建
設
地
や
複
合
施
設
に
つ

い
て
の
意
向
書
を
市
に
提
出
し
ま
し
た
。

令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
、
建
設
候
補
地
は
、Ｊ
Ｒ
花
巻

駅
前
（
第
一
候
補
地
）
と
旧
花
巻
病
院
跡
地
の
２
つ
に
絞

ら
れ
ま
し
た
が
、
市
民
説
明
会
で
の
「
両
候
補
地
の
事
業

費
の
比
較
検
討
が
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
声
を
受
け
、
令

和
６
（
２
０
２
４
）
年
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
業
者
に
２

つ
の
候
補
地
の
調
査
を
委
託
し
、
11
月
に
結
果
が
公
表

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
建
設
候
補
地
比
較
資
料
の
意
見
集
約
を
図
る
方

策
と
し
て
、「
花
巻
市
地
域
お
こ
し
研
究
所
」
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
で
あ
る
慶
応
大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ
研
究
所
と
の
協
力
・

連
携
に
よ
り
、
70
人
前
後
の
市
民
が
参
加
す
る
「
市
民
会

議
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
、
現
在
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。行

政
が
責
任
を
も
っ
て
建
設
地
の
決
定
に
際
し
、
市

民
へ
の
明
確
で
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
が
望
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
市
議
会
に
お
い
て
も
先
の
特
別
委
員
会
の
提

言
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、「
市
民
会
議
」
に
建
設
地
選

定
を
委
ね
る
だ
け
で
な
く
、
建
設
地
比
較
調
査
結
果
に

対
す
る
議
論
が
望
ま
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、

市
議
会
内
に
再
度
、
新
花
巻
図
書
館
整
備
特
別
委
員
会

等
の
設
置
を
お
願
い
し
た
く
陳
情
い
た
し
ま
す
。

◆
第
１
号
陳
情
（
採
択
）

新
花
巻
図
書
館
整
備
特
別
委
員
会
等
の
設
置
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
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花巻市の未来へ

ちょっと一言。

花巻の未来を創る 大迫地域の過疎化と高齢者

地
域
づ
く
り
に
は
私

た
ち
市
民
と
行
政
自
体

と
の
意
見
交
換
、
ま
た

将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
存
在
が
必
要
と
感

じ
て
い
ま
す
。

移
住
者
と
し
て
目
に

映
っ
た
も
の
災
害
・
環

境
・
安
全
に
は
充
実
し

て
い
る
の
か
？

雪
が

降
り
除
雪
を
し
て
も
町

中
で
は
、
雪
を
捨
て
る

所
が
な
く
道
を
ふ
さ
い

で
い
る
状
態
で
危
険
。

環
境
の
面
で
は
、
空
き

家
対
策
に
積
極
的
に
対

応
願
い
た
い
。
安
全
に

は
、
交
通
手
段
か
ら
高

齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転

が
心
配
で
す
。
で
す
が

車
社
会
と
い
う
観
点
か

ら
返
納
が
難
し
い
事
、

用
を
足
す
に
は
車
し
か

移
動
手
段
が
無
い
の
で

乗
る
な
と
は
言
え
な
い

で
す
。
町
の
活
動
意
欲

を
向
上
さ
せ
る
に
は
行

政
の
力
が
必
要
で
し
ょ

う
。
花
巻
全
体
の
発
展

に
は
町
の
発
展
も
必

要
。

議会中継をスマホ・

　　　　ＰＣで視聴できます︕

　議会を傍聴に来られない方は、お持ちのスマー

トフォン・タブレットやパソコンからリアルタイ

ム視聴ができるほか、録画配信もしています。

　また、えふえむ花巻　　　　　　　　では後日、

録音した一般質問の音声を放送しています。

議会傍聴にぜひお越しを︕︕

【３月定例会】

  本会議の傍聴に訪れた方の延べ人数　94人

【６月定例会】

  ５月30日（金）開会

　詳しい日程は、議会事務局までお問い合わせいただ

くか市議会のホームページをご覧ください。

　議会事務局　0198-41-3598（直通）

柏
かしわば

葉 日
ひ ま り

葵  さん

（花巻農業高校３年）

望
もちづき

月 敬
けいぞう

三 さん

（大迫町大迫）

︻
広
報
特
別
委
員
会
︼

委
員
長

　
　
　

羽
山
る
み
子

副
委
員
長

　
　
　

小
原

保
信

委
員

　
　
　

小
森
田
郁
也

　
　
　

鹿
討

康
弘

　
　
　

及
川

恒
雄

　
　
　

伊
藤

忠
宏

　
　
　

佐
々
木
精
市

　
　
　

櫻
井　
　

肇

　
　
　

阿
部

一
男

２月３日　文教福祉常任委員会

　　12日　広聴特別委員会

　　14日　文教福祉常任委員会、

　　　　　花巻市議会議員報酬調査検討小委員会

　　19日　総務常任委員会、文教福祉常任委員会、産業建設

　　　　　常任委員会、花巻市議会議員報酬調査検討小委員会

　　21日　広聴特別委員会

２月26日～３月19日　令和７年第１回定例会

　　26日　議会運営委員会、広報特別委員会、

　　　　　花巻市議会議員報酬調査検討小委員会

３月６日　花巻市議会議員報酬調査検討小委員会

　　７日　議会運営委員会

　　10日　総務常任委員会、文教福祉常任委員会

　　11日　産業建設常任委員会、議会運営委員会

　　12日～ 14日　予算特別委員会

　　17日　広聴特別委員会、花巻市議会議員報酬調査検討

　　　　　特別委員会、議会改革推進会議

　　19日　議会運営委員会

４月２日　広報特別委員会

　　４日　広聴特別委員会

　　７日　議会運営委員会

　　８日　花巻市議会議員報酬調査検討小委員会

　　11日　広報特別委員会

　　15日　産業建設常任委員会

　　16日　広報特別委員会

　　25日　広聴特別委員会

　　28日　議会改革推進会議、花巻市議会議員報酬調査検

　　　　　討小委員会、総務常任委員会

花
巻
市
に
は
、
温
泉

や
自
然
豊
か
な
景
観
、

美
味
し
い
食
べ
物
な
ど

沢
山
の
地
域
資
源
が
あ

り
、
魅
力
に
溢
れ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
、
若
者

の
人
口
流
出
が
近
年
目

立
っ
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
地
元
に
長
く
住
み

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
に
は
、
イ
ン
フ
ラ
を

整
備
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
私
は
考
え
ま
し

た
。
花
巻
市
に
は
、
空
き

家
や
空
き
店
舗
と
い
っ

た
、
放
棄
さ
れ
て
い
る

土
地
が
増
加
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
対

策
と
し
て
、
空
き
店
舗

を
生
産
物
の
販
売
や
、

遊
べ
る
場
所
と
し
て
活

用
し
、
誰
も
が
充
実
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く

れ
ば
良
い
と
思
い
ま
し

た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

県
外
へ
行
っ
た
人
が
Ｕ

タ
ー
ン
し
、
よ
り
一
層
、

花
巻
市
が
活
気
の
あ
る

街
へ
生
ま
れ
変
わ
る
と

私
は
考
え
ま
す
。

議 の会 動 ２ 月 ～ ４ 月き


